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株式会社ネットプロテクションズホールディングス 
との資本提携について 

 

 

リコーリース株式会社（以下「リコーリース」）は、株式会社ネットプロテクションズホールデ

ィングス（代表取締役社長 柴田 紳、以下「ＮＰＨ社」）と資本提携を行うこととし、株式会社ア

ドバンテッジパートナーズが運営するファンドが保有するＮＰＨ社の株式 10,858株（発行済株式

総数に対する比率 13.81％）を譲り受けることに合意いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

１. ＮＰＨ社について 

ＮＰＨ社は、子会社である株式会社ネットプロテクションズを通じて、BtoC EC（電子商取引）

向け後払い決済を軸に事業を展開しております。2018年度には主力サービスである「NP後払い」

の年間アクティブユーザーは 1,350 万人以上、サービス開始以来の累計利用件数は 1 億 7,000 万

件に達し、ＮＰＨ社は国内の EC の決済インフラにおいて重要な役割を担っております。「NP後払

い」のほか、BtoB向け後払い決済サービス「NP掛け払い」や、新しいカードレス決済「atone（ア

トネ）」などサービス数を増やし事業を拡大しております。 

 

 

２．資本提携の目的 

リコーリースは、中小企業を中心とした約 40万社のお客様や約 6,000社のベンダーの顧客基盤

を有し、企業の設備投資を支援するリース・割賦を軸に、集金代行サービスや介護報酬ファクタ

リングサービスなどの決済サービスを提供しております。 

IT技術の発展やスマートフォンの普及により、電子商取引が拡大するとともに、決済手段も多

様化しております。 

このような環境のなか、リコーリースの既存サービスに、ＮＰＨ社のサービスをあわせて顧客

基盤へ提供することでより多様なニーズに応えることが可能となります。さらに、リコーリース、

ＮＰＨ社双方の強みを活かし、中小企業を中心に決済・資金ニーズにトータルソリューションで

対応できるプラットフォームの構築を目指します。 

 



 

３． 今後の見通し 

本件における 2020年 3月期連結業績に与える影響は、軽微であり業績予想に変更はありません。 

 

 

 

リコーリースは、中期経営計画（2017 年度-2019 年度）のビジョンに「リースの先へ」を掲げ、

事業領域の拡大を目指しております。本資本提携を通じて顧客に対する価値提供の拡大を図ると

ともに、顧客・市場・時代が求める商品・事業の開発を進め、「リースの先へ」を実現してまいり

ます。 

 

＜ＮＰＨ社 会社概要＞ 

商号 株式会社ネットプロテクションズホールディングス 

本社所在地 東京都千代田区麹町 4 丁目 2-6 住友不動産麹町ファーストビル 5 階 

代表者 代表取締役社長 柴田 紳 

設立 2018年 7月 

資本金 1億円 

 

 

＜株式会社ネットプロテクションズ 会社概要＞ 

商号 株式会社ネットプロテクションズ 

本社所在地 東京都千代田区麹町 4 丁目 2-6 住友不動産麹町ファーストビル 5 階 

代表者 代表取締役社長 柴田 紳 

設立 2000年 1月 

資本金 1億円 

株主 株式会社ネットプロテクションズホールディングス 100％ 

事業内容 BtoC 通販向け後払い「NP 後払い」の運営 

BtoB 向け後払い「NP 掛け払い」の運営 

BtoC サービス向け後払い「NP 後払い air」の運営 

新しいカードレス決済「atone（アトネ）」の運営 

台湾 スマホ後払い決済「AFTEE（アフティー）」の運営 

ポイントプログラムの運営 

 

 

以  上 


